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１．概要（Summary） 

近年、3次元レーザー・リソグラフィシステムを用いて、

マイクロサイズのデバイス装置が開発されており、デバイ

スのコントロールの他、薬物放出制御などの研究が行わ

れている[1,2]。本研究では、3次元レーザー・リソグラフィ

システムを用いて、マイクロ構造の担体を作製することを

目的とした。また実施期間内にすでに検討されているポリ

マーなどを基材としたマイクロロボットを作製し、将来のド

ラッグデリバリーシステムに使用するマイクロ担体の研究

に応用することが最終的な目的である。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

3次元レーザ・リソグラフィシステム一式（Nanoscribe製 

フォトニック・プロフェッショナル）、超臨界乾燥機（KISCO

製 SCLEAD3CD2000）、 デジタルマイクロスコープ一

式（KEYENCE製 VK-9700）、デジタルマイクロスコー

プ一式（KEYENCE製／VK-9510） 

【実験方法】 

シリコン基板にフォトレジストである SU-8を滴下し、スピ

ンコーターを用いて、シリコン基板にコートを行った。この

後、プリベーク処理を行い、露光を行った。目的形状のも

のを、あらかじめ 3DCAD ソフトを用いてデザインした。露

光後にベーク処理を行った。シリコン基板を現像・リンスす

ることにより、マイクロパターンを得た。乾燥後、顕微鏡を

用いて形状観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

汎用されているフォトレジストであるエポキシ樹脂をベ

ースとした SU-8を用いて、目的物の造形を行った。スピ

ンコートするスピードを調節することにより、シリコン基板に

コートする厚さのコントロールを行った。3DCAD ソフトを

用いて様々な形状物をデザインしたところ、デザイン通り

の形状になっているものと、その一方でデザイン通りにで

きていない形状があることがわかり、3次元レーザー・リソグ

ラフィシステムにおいて、有用な知見を得ることができた。 

また、SU-8に化合物を添加したのち、目的のものが作

製できるかを検討したり、各組成において適した光重合剤

を選択したり、いくつかの前検討を行うことができた。 
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